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ヒ ュ ー マ ン ボ デ ィ デ ザ イ ン に つ い て
一 フ ァ ッ シ ョ ン,メ イ クア ップ,ボ デ'イメイ キ ン グ ー
滝 口洋子/京 都市立芸術大学
例えば,誰 か知 っている人 をイメージす る
とき,多 くの場合それは顔だ けで な く衣服を
着 たものだ ろう し,シ ルエ ッ トを もち,歩 き
方や話 し方 なども含 めて表情 を持 って いるも
のだ ろう。 イメージされた人 は服 を着てい る。
だか らイメージ上 では,そ の服 はその人本人
の表面 で あ り,身 体 の一部 となって いる。で
は,そ の人が服を脱 いで しま うと脱がれた服
はもうその人の身体 の一部で はな くな り,た
だの 「もの」 にな って しま う。脱がれた服に
触 れ ることと,着 られて いる服 に触れた り手
を差 し入れ たりす ることは全 く違 った意味を
もっだ ろう。
古今東西,人 間はさまざまな方法で身体を
飾 り,加 工 を施 して きた。 コルセ ッ トの しま
りをよ くす るため肋骨 の一部 を除去 した り,
首や下唇を のば した り,足 の成長 を止めた り,
身体中を刺 青で覆 った りと。 ここまで はいか
な くて も,現 代の私達 の生活 に於 いて も身体
加工や変形 は日々行 われている。髪の色を変
え たりカールさせた り,髭 の手入れや眼鏡,
眼を縁 取 り,口 紅をさ し,肌 も白 くした り焼
いてみた り。 また,ボ デ ィもよせ たり上げた
りファ ンデーシ ョンで自在 に変形で きる。 ピ
ァ ッシ ング,ネ イルアー ト,エ クササ イズ,
美容整形,ダ イエッ ト食品 をとることもすべ
て これ らに含 まれ る。 ではど うして人 はこん
な に不便で窮屈で時に身 の危険をおか して ま
で も身体を飾 り,加 工 してきたのだ ろうか?
それ は,誘 惑す るため,異 性を求め る本能
だ とい う説 や,フ ァッションは自己の内面の
表現で あ り,社 会へ向けての一種 の記号であ
るとい う説 。 また,人 は自分 自身 の姿を直接
見 ることがで きない とい う不安か ら,他 者の
眼差 しを通 して 自分 を確認 して いるとい う説
など,さ まざまな理 由があげ られて いる。 ど
れ も正 しいといえ るが,そ こには人が よ り幸
せに生 きるた めの生 と性 の問題が含 まれて い
る。人 には 「成長 したい」 「よ りよ く変 わ り
たい」「今 の限界 を超え たい」 とい うよ うな
成長欲求が あり,自 分 に とって理想のモ デル
をイメージ して,そ れに近づ くため に化 粧を
し,衣 服 を選 び,身 体 に加工 を加え続 けるの
だろう。 それ は表層の変化 ではな く,ヒa‐
マ ンボディの変化,っ ま り人間 の変化で ある
と考 え られ る。 ファッションデザイ ンを単 に
衣服 のデザイ ンととらえず,広 く人間の身体
(ヒューマ ンボデ ィ)の デザ イ ンとと らえ,
デザイナーたちの身体感,セ クシュア リテ ィ
(エロス)に つ いての考 え方 の違 いか ら現 代
の ファッシ ョンを振 り返 ってみる。
1.主 に男性デザイナーによる着せ たい服,
見せ るための服
着 る人 の不 自由 さは問題 ではな く,ボ デ ィ
ライ ンを くっき りだ して,身 体 の美 しさや し
なやかさを見せっ けるタイプの服 といえ る。
身体 はパ ーッを強調す ることで再構成 され,
服 その ものが強 いセクシュア リテ ィを もって
いる。
・サ ンローラ ン/
シースルール ック,メ タルボデ ィ
・ガ リアーノ(デ ィオール)/下 着 を組 み込
んだ拘束す る ドレス,ロ ン ドンス トリー ト
・ア ライア/ボ ディコンシャス
「服 と身体 のフォル ムは一致 する」
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。ミュグ レー/モ ンタナ/
鍛 えた ボデ ィを もっ強 いイメージの女性
・三宅一 生/ゴ ルチェ/
タ トゥスー ッ(皮 膚感覚)
・ゴルチ エ/下 着 ル ック,ア ン ドロジナス
(中性的 というより男で もあ り女で もあ る
幅のあ るセ クシュア リテ ィ)
・ベルサ ーチ/
過剰 な色彩 と装飾,野 性的 エ レガ ンス
2.女 性 デザイナーによる着たい服
体型 を補正 するため,装 うことで リラック
スし,自 信が もて,女 性が 自由 に活動 で きる
点が特徴 であ る。 デザイ ンと して は主張の少
ない ものだが,着 心地 のよい素材で機能的に
っ くられてお り,現 実 の市場で は非常 に人 気
が高 い。
・ソニア/シ ャネル/普 段着であ ったニ ッ ト
や ッイー ドをハ イフ ァッシ ョンに変 えた。
・プ ラダ/ミ ュウ ミュウ/
モ ダンでかわいい リアルクローズ
3.日 本 人デザイナーによ る着る人の身体 で
完成 する服
服 自体 よ りもまず着 る人間 に焦点をあて,
着 る人 その ものや身の こな し,振 るまいを重
視 する服づ くり。パー フェク トなボデ ィを も
たない,ふ くよかな人 も年老 いた人 も自分 の
身体 を愛 しま しょうと提案。
・三宅一生/一 枚の布,ボ デ ィワークス,
プ リーツ,a-poc
・川久保玲/ボ ロル ック,こ ぶ ドレス 「服が
身体 にな り,身 体 が服 にな る」
・山本耀司/ニ ュークチ ュール,キ モノ ドレ
ス,ア デ ィダスとの コラボ レー ション
4.ヒ ュー マンボデ ィデザイ ンの実験
(学生作品)
・素材か らの発想 と可能性
・活動す る人体 をデザイ ンの基準,目 的 とす
る こと
・自身 の身体表現 によるプ レゼ ンテー ション
イヴ ・サンローラ ン ジャン ・ポール ・ゴルチエ 上:川 久保玲/下:三 宅一生
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